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11. 戦略的研究プロジェクト推進費による活動 
テーマ 2：地域課題の解決を目指す研究 
事業名「生活習慣と Multidimensional frailty の関連の解明-日本一の健康長寿県構想に寄与するエ

ビデンス構想への取り組み」 
研究代表者：立木隆広 
共同研究者：島田郁子 廣内智子 上坂真弓 戸崎精 小澤若菜 

   川本美香 髙橋真紀子 中井あい 加藤昭尚 
1) 事業の趣旨 
世界的に高齢化が進む現代、フレイル（frailty）は最も重要な健康問題の一つとなっている。近

年、フレイルは、身体的フレイルのみならず多面的な（身体的、精神・心理的、社会的）フレイル

（Multidimensional frailty）として捉える考えが浸透してきている。生活習慣の悪化は、フレイル

のリスク要因として注目されている。しかし、生活習慣と Multidimensional frailty の間の関連に

ついてのエビデンスは不足している。 
そこで我々は、生活習慣と Multidimensional frailty との間の関連を検討するために地域在住者

を対象としたコホート研究を立ち上げ、エビデンスを構築していくことを計画した。本研究では、

地域在住者において、生活習慣と Multidimensional frailty との間の関連を明らかにし、この結果

を基に新たなフレイル予防の立案を行うことを目的とする。 
高知県では、「日本一の健康長寿県構想」の下で幾つかの事業が進められている。その一つとして

「健康寿命の延伸に向けた意識醸成と行動変容の促進」があり、その中で取り組んでいるのがフレ

イル予防の推進である。日本一の健康長寿県構想の第 4 期 Ver.3 でのフレイル予防の推進の課題で

も Multidimensional frailty の予防が必要と挙げられている。本研究は、この課題に対してどのよ

うな予防が必要であるかを探究するための基盤情報を先駆的に検討する挑戦的な研究であり、本研

究成果をもって日本一の健康長寿県構想に寄与することを最終目的としている。 
 
2) 方法 
 本事業は、生活習慣と Multidimensional frailty との間の関連を検討するための地域在住者を対

象としたコホート研究のベースライン研究として位置付けた。研究デザインは横断研究とした。対

象は地域在住 40 歳以上の日本人とした。説明指標を生活習慣とした。結果指標は、

Multidimensional frailty 及びその各要素である身体的、精神・心理的、社会的フレイルの有無とし

た。評価方法は、Multidimensional frailty 及びその各要素である身体的、精神・心理的、社会的フ

レイルの有無を結果指標、生活習慣を説明指標として、交絡要因を調整してロジスティック回帰モ

デルを用いて関連の評価を行う。 
 
3) 令和 6 年度の活動 
・調査の実施 
・調査から得られた情報の整理 
 
4) 令和 7 年度の活動予定 
 2 年間の情報を合わせたデータセット作成し評価を行う。報告書等をまとめ活動結果を公開する。 
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12. 看護学部ニュースレターの発行 
看護学部では、平成 23 年度から、学生生活通信『fure-fure』を年 2 回発行している。保護者に

郵送するとともに、看護学部ホームページ（広報物＆映像）に掲載している。『fure-fure』という

名称には、学生を応援する気持ちと、学生が誰かを応援できるようになる願いが込められている。

学生一人ひとりの学びの過程を教員が見守り、個性を尊重した教育を大切にし、人と人とのつなが

りを大切にする校風の中で、学生が力強く歩んでいる姿、エネルギー溢れる学生生活を伝えてい

る。 
令和 6 年度は 7 月に第 27 号、3 月に第 28 号を発行した。第 27 号では、令和 6 年 4 月より、学

部長に就任した、大川宣容先生、4 月に着任したがん看護学の田代真理先生、精神看護学の畠山卓

也先生からご挨拶の文章を寄せていただいた。また、基礎看護学の瓜生浩子先生より、新しいカリ

キュラムでスタートした看護実践能力開発実習Ⅰについての具体的な内容と学生の学びの様子が紹

介された。 
各学年担当からは、入学時のガイダンスやバスハイクでの様子や課外活動、学内演習や卒業研究

への取り組みの様子等、各学年がカリキュラムに応じて主体的に学び、キャンパスライフを楽しむ

姿が報告された。 
第 28 号では、長戸和子先生より、学生部長の立場から学生生活をサポートする部門と具体的な

支援内容を紹介していただいた。続いて、異文化理解看護フィールドワークでインドネシアのガジ

ャマダ大学への短期研修および本年度に新設された Nursing Skills Training Room について報告

している。さらに、学生の活動については、イケあい地域災害学生ボランティアセンターによる、

能登半島地震被災地でのボランティア活動が紹介された。 
各学年担当からは、学生がより専門的な知識や技術習得努力している様子や、臨地実習や看護研

究に取り組みながら、ひとり一人が将来像を少しずつ描いている様子などが紹介された。 
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